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私
は
最
高
の
賃
上
げ
の
年
に
入
社 

 
 

私
は
１
９
７
４
年
３
月
に
高
卒
で
山
形
県
か
ら
上
京
し
、
京

成
電
鉄
（
株
）
に
入
社
し
駅
で
働
き
ま
し
た
。 

 

３
月
16
日
か
ら
研
修
所
で
の
座
学
一
ヵ
月
、
駅
職
場
で
の
見

習
い
実
習
が
一
ヵ
月
で
、
５
月
16
日
か
ら
配
属
駅
で
仕
事
し
ま

し
た
。
こ
の
二
ヵ
月
間
は
、
試
雇
期
間
で
基
本
給
は
前
年
の
基
本

給
４
万
円
台
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
試
雇
期
間
が
晴
れ
て
正
社
員

と
し
て
配
属
さ
れ
た
時
の
基
本
給
は
５
万
８
０
０
円
で
し
た
。
一

気
に
１
万
円
位
も
上
が
っ
た
の
で
、
び
っ
く
り
し
た
記
憶
が
今
も

鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。 

 

い
わ
ゆ
る
74
春
闘
で
す
。
労
働
省
調
べ
で
「
平
均
２
万
８
９

８
１
円
、
32
・
９
％
の
賃
上
げ
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
日
本
史
上
最
高
の
賃
上
げ
で
す
。
「
毎
年
、
１
万
円
以
上
上
が

れ
ば
10
万
円
の
本
給
は
す
ぐ
だ
」
と
、
私
は
勝
手
な
妄
想
を
抱

き
ま
し
た
。
現
実
は
甘
く
な
く
、
独
身
寮
生
活
と
言
っ
て
も
都
会 

     

の
生
活
は
金
が
か
か
る
の
で
「
時
間
外
で
稼
ぐ
し
か
な
い
」
と
、

入
社
同
期
と
競
っ
て
時
間
外
を
行
な
い
稼
い
で
い
ま
し
た
。 

 

そ
ん
な
あ
る
日
に
、
先
輩
か
ら
「
あ
な
た
が
時
間
外
を
す
る
の

は
勝
手
だ
が
、
そ
の
分
を
本
来
な
ら
働
く
人
が
い
る
。
そ
の
人
の

職
を
奪
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
考
え
た
こ
と
は
な
い
か
」
と
問
わ
れ

ま
し
た
。
私
は
そ
ん
な
考
え
方
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 
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そ
れ
で
も
職
場
の
不
満
も
あ
り
、
京
成
労
組
の
駅
務
分
会
青
年

対
策
部
の
集
ま
り
に
参
加
す
る
機
会
を
得
て
、
当
時
の
労
働
大
学

発
行
の
『
経
済
学
入
門
』
に
出
会
い
ま
し
た
。
職
場
の
駅
長
・
助

役
や
先
輩
た
ち
か
ら
は
、「
お
ま
え
た
ち
は
10
年
早
い
、
下
積
み

が
大
事
だ
」
と
、
も
っ
と
も
ら
し
い
言
葉
で
教
育
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
だ
が
、
『
経
済
学
入
門
』
で
は
、
賃
金
は
労
働
の
対
価
で
な

く
労
働
力
の
対
価
で
あ
り
、
生
活
給
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

当
時
の
京
成
労
組
役
員
は
、
こ
の
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
実
践
し

て
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

私
鉄
の
賃
金
交
渉
は
、
そ
の
頃
、
大
手
組
合
の
中
央
集
団
交
渉

で
行
い
「
不
満
な
場
合
は
ス
ト
ラ
イ
キ
」
の
方
針
で
し
た
か
ら
、

24
時
間
ス
ト
、
48
時
間
ス
ト
は
当
た
り
前
で
し
た
。
ス
ト
ラ
イ

キ
の
実
力
行
使
で
勝
ち
取
っ
た
「
平
均
賃
金
引
き
上
げ
額
」
は
、

そ
の
後
の
「
評
定
交
渉
」
で
労
使
合
意
し
て
は
じ
め
て
組
合
員

個
々
の
新
本
給
が
決
ま
り
ま
す
。
会
社
は
、
組
合
員
間
を
差
別
分

断
し
、
団
結
破
壊
を
狙
っ
て
き
ま
す
。
当
時
の
組
合
役
員
は
、
組

合
員
の
団
結
強
化
を
す
る
た
め
に
評
定
交
渉
に
臨
み
ま
す
。
だ
か

ら
、
同
じ
同
期
で
も
先
に
結
婚
し
、
妻
や
子
ど
も
が
い
る
組
合
員

を
優
先
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
「
賃
金
は
生
活
給
」
で
あ
る
こ
と
を

実
践
的
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

  

  

は
た
ら
く
者
の
「
賃
金
論
」
を
学
ぶ 

  

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
賃
金
と
は
「
労
働
の
対
価
で
あ
る
」
と

信
じ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
労
働
大
学
が
発
刊
し
て
い
る
『
経

済
学
入
門
』
に
出
会
い
、
私
た
ち
労
働
者
が
如
何
に
騙
さ
れ
て
、

資
本
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
考
え
方
で
教
育
さ
れ
て
き
た
か
、
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

日
本
の
労
働
者
の
平
均
賃
金
（
年
収
）
は
、
約
５
０
０
万
円
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
日
８
時
間
労
働
制
で
働
い
た
場
合
を
図
に

示
し
ま
し
た
。
図
１
は
正
社
員
の
平
均
的
な
賃
金
（
年
収
）
の
場

合
で
す
。
労
働
者
の
賃
金
は
、
労
働
力
＝
働
き
う
る
能
力
の
対
価

で
す
。
も
っ
と
具
体
的
に
言
え
ば
、
労
働
者
の
労
働
は
今
日
一
日

で
終
わ
る
べ
き
も
の
で
も
な
い
し
、
明
日
も
、
肉
体
的
に
も
精
神

的
に
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
働
く
環
境
が
必
要
で
す
。
だ
か
ら
、

労
働
者
一
個
人
の
も
の
で
は
な
く
、
社
会
的
平
均
的
に
そ
の
価
値

が
決
ま
っ
て
き
ま
す
。 

 
そ
し
て
、
図
１
で
示
し
た
よ
う
に
、
労
働
力
の
価
値
を
実
現
す

る
労
働
、
す
な
わ
ち
必
要
労
働
は
４
時
間
で
充
当
さ
れ
て
い
る
場

合
が
多
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
会
社
は
「
４
時
間
で
労
働
は
終

わ
り
に
し
て
家
に
帰
っ
て
良
い
」
と
は
決
し
て
言
い
ま
せ
ん
。

「
あ
な
た
と
は
一
日
８
時
間
契
約
し
た
か
ら
８
時
間
働
い
て
も
ら
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う
」
と
必
ず
言
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
残
り
の
４
時
間
は
剰
余
労
働

＝
不
払
い
労
働
と
し
て
「
搾
取
」
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

図
２
の
場
合
は
、
も
っ
と
極
端
で
す
。
賃
金
支
給
さ
れ
て
い
る

部
分
は
２
時
間
位
で
す
。
後
の
６
時
間
は
不
払
い
労
働
で
「
強
搾

取
」
で
す
。
日
本
の
就
業
人
口
の
約
４
割
を
占
め
る
「
非
正
規
社

員
」
と
言
わ
れ
る
層
は
こ
の
ク
ラ
ス
で
す
。
だ
か
ら
、
内
部
留
保

金
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。 

               

  

資
本
は
賃
上
げ
の
余
力
は
十
分
に
あ
る 

  

財
務
省
が
23
年
９
月
１
日
に
発
表
し
た
法
人
企
業
統
計
に
よ

る
と
、
２
０
２
２
年
度
の
大
企
業
（
資
本
金
10
億
円
以
上
、
金

融
・
保
険
業
含
む
）
の
内
部
留
保
は
５
１
１
・
４
兆
円
と
過
去
最

高
を
更
新
し
ま
し
た
。
前
年
度
か
ら
27

・
１
兆
円
（
５
・

６
％
）
の
増
加
で
す
。 

第
二
次
安
倍
晋
三
政
権
が
発
足
し
た
２
０
１
２
年
度
と
比
較

し
た
増
減
を
み
る
と
、
役
員
報
酬
は
31
・
５
％
増
、
内
部
留
保

は
53
・
３
％
増
で
し
た
。 

株
主
配
当
金
は
、
12
年
度
の
13
・
５
兆
円
か
ら
22
年
度
は

29
・
７
兆
円
へ
と
２
倍
以
上
に
増
え
て
い
ま
す
。
現
金
・
預
金

も
12
年
度
の
46
・
３
兆
円
か
ら
22
年
度
は
81
・
５
兆
円
へ
と

76
％
も
の
増
加
で
す
。 

  

諸
物
価
高
で
家
計
は
疲
弊 

  
一
昨
年
、
昨
年
と
、
毎
月
、
毎
月
、
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
が
続
き

ま
し
た
。
昨
年
の
賃
上
げ
５
％
相
当
は
「
焼
け
石
に
水
が
如
し
」

で
、
実
質
的
に
は
マ
イ
ナ
ス
で
あ
り
、
家
計
は
火
の
車
で
す
。 

「
連
合
」
は
、
２
０
２
４
年
春
闘
の
賃
上
げ
要
求
を
「
５
％
以
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上
」
と
す
る
方
針
を
固
め
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
、
歴
史

的
な
諸
物
価
高
を
取
り
戻
す
に
は
、
10
％
以
上
の
賃
上
げ
が
必

要
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
格
差
是
正
を
す
る
た
め
に
は
、
地
域
別

最
低
賃
金
を
改
め
「
全
国
一
律
最
低
賃
金
法
」
を
成
立
さ
せ
て
、

誰
で
も
一
日
８
時
間
働
け
ば
人
間
ら
し
い
生
活
が
営
め
る
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
た
取
り
組
み
が
重
要
と
考
え
ま
す
。 

 

私
が
社
会
人
に
な
っ
た
１
９
７
０
年
代
前
半
も
狂
乱
イ
ン
フ
レ

が
続
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
73
春
闘
は
「
年
金
ス
ト
」
と

言
わ
れ
る
「
政
治
ス
ト
ラ
イ
キ
」
を
当
時
の
「
総
評
（
日
本
労
働

組
合
総
評
議
会
）」「
中
立
労
連
」
ら
で
「
春
闘
共
闘
会
議
」
を
結

成
し
、
１
９
７
４
年
春
闘
は
「
国
民
春
闘
」
と
言
わ
れ
、
一
企
業

内
の
賃
上
げ
だ
け
で
な
く
国
民
的
課
題
を
掲
げ
て
、
ゼ
ネ
ラ
ル
ス

ト
ラ
イ
キ
と
デ
モ
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。 

 

冒
頭
、
述
べ
た
よ
う
に
、
春
闘
の
賃
上
げ
の
た
た
か
い
は
、
社

会
的
平
均
的
な
賃
金
相
当
分
の
「
必
要
労
働
」
と
「
剰
余
労
働
＝

不
払
い
労
働
」
を
労
働
者
階
級
と
資
本
家
階
級
と
の
相
対
立
す
る

た
た
か
い
で
あ
り
ま
す
。 

  

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
む 

  

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
年
末
に
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
ニ
ュ
ー
ス

が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
一
つ
は
、
自
民
党
の
安
倍
派
政
治
資

金
パ
ー
テ
ィ
ー
購
入
費
が
目
標
値
を
上
回
っ
た
部
分
を
所
属
議
員

側
に
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
し
「
政
治
資
金
収
支
報
告
書
」
に
不
記
載
が

発
覚
し
ま
し
た
。
「
安
倍
一
強
」
政
治
の
ツ
ケ
が
出
た
一
面
で
し

た
。
二
つ
目
は
、
「
ダ
イ
ハ
ツ
自
動
車
」
の
「
安
全
適
性
検
査
」

の
偽
造
問
題
が
発
覚
し
、
全
車
種
の
出
荷
停
止
・
生
産
停
止
が
行

わ
れ
た
こ
と
で
す
。 

 

こ
れ
ら
は
、
健
全
な
労
資
関
係
が
欠
如
し
、
「
企
業
が
儲
か
れ

ば
社
員
は
潤
う
」
と
い
う
、
資
本
の
論
理
が
優
先
さ
れ
た
結
果
だ

と
思
い
ま
す
。
い
つ
の
時
代
で
も
相
対
立
す
る
矛
盾
の
対
立
こ
そ

が
「
社
会
発
展
の
原
動
力
」
だ
っ
た
こ
と
は
、
歴
史
的
に
も
証
明

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

労
使
協
調
＝
労
資
一
体
は
、
社
員
の
生
活
を
安
定
さ
せ
る
ど
こ

ろ
か
、
会
社
破
産
を
招
き
か
ね
な
い
大
惨
事
を
招
く
こ
と
を
先
の

二
つ
の
例
が
指
し
示
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
自
ら
の
要
求
を

掲
げ
て
、
正
当
な
賃
金
要
求
闘
争
を
自
ら
の
職
場
・
生
産
点
で
、

ま
た
産
業
別
労
働
組
合
、
さ
ら
に
自
ら
の
地
域
の
仲
間
た
ち
と
の

共
闘
関
係
を
築
き
、
拡
大
し
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。 

  

（
は
が 

よ
し
み
） 


